
    

MRIMRIMRIMRI ガイドガイドガイドガイドによるによるによるによる小径腎癌小径腎癌小径腎癌小径腎癌にににに対対対対するするするする経皮的凍結療法経皮的凍結療法経皮的凍結療法経皮的凍結療法ののののガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン((((初版初版初版初版))))    

    

●●●●    はじめにはじめにはじめにはじめに    

    近年近年近年近年のののの画像診断画像診断画像診断画像診断のののの発達発達発達発達にににに伴伴伴伴いいいい小径腎癌小径腎癌小径腎癌小径腎癌のののの発見発見発見発見がががが増加増加増加増加しししし、、、、腎機能温存腎機能温存腎機能温存腎機能温存をををを目的目的目的目的としてとしてとしてとして腎部分切腎部分切腎部分切腎部分切

除術除術除術除術がががが選択選択選択選択されることがされることがされることがされることが多多多多くなってきたくなってきたくなってきたくなってきた。。。。しかししかししかししかし、、、、高齢者高齢者高齢者高齢者やややや並存疾患等並存疾患等並存疾患等並存疾患等によりによりによりにより経皮的経皮的経皮的経皮的なななな治療法治療法治療法治療法がががが

選択選択選択選択されるされるされるされる症例症例症例症例もももも増加増加増加増加しているしているしているしている。。。。このようなこのようなこのようなこのような小径腎癌小径腎癌小径腎癌小径腎癌にににに対対対対するするするする経皮的治療法経皮的治療法経皮的治療法経皮的治療法としてとしてとしてとして、、、、現在現在現在現在はははは主主主主にににに

ラジオラジオラジオラジオ波波波波によるによるによるによる熱凝固治療熱凝固治療熱凝固治療熱凝固治療がががが行行行行われているわれているわれているわれている。。。。凍結療法凍結療法凍結療法凍結療法はははは病的組織病的組織病的組織病的組織のののの一部一部一部一部をををを凍結凍結凍結凍結・・・・壊死壊死壊死壊死・・・・アポトーアポトーアポトーアポトー

シスシスシスシス死死死死させるさせるさせるさせる治療法治療法治療法治療法であるがであるがであるがであるが、、、、日本泌尿器科学会日本泌尿器科学会日本泌尿器科学会日本泌尿器科学会のののの診療診療診療診療ガイドラインガイドラインガイドラインガイドラインではではではでは、、、、ラジオラジオラジオラジオ波治療波治療波治療波治療とととと共共共共にににに

推奨推奨推奨推奨グレードグレードグレードグレード C1（（（（エビデンスエビデンスエビデンスエビデンスはははは十分十分十分十分といえないがといえないがといえないがといえないが日常診療日常診療日常診療日常診療ではすでにではすでにではすでにではすでに行行行行っているっているっているっている））））のののの治療法治療法治療法治療法となとなとなとな

っているっているっているっている。。。。    

    本本本本ガイドラインガイドラインガイドラインガイドラインではではではでは MRI 監視下監視下監視下監視下でででで小径腎癌小径腎癌小径腎癌小径腎癌のののの経皮的凍結療法経皮的凍結療法経皮的凍結療法経皮的凍結療法をををを行行行行うううう際際際際、、、、よりよりよりより安全安全安全安全にににに治療治療治療治療をををを行行行行うううう

ためのためのためのための方法方法方法方法についてについてについてについて述述述述べるべるべるべる。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、凍結壊死凍結壊死凍結壊死凍結壊死のののの機序機序機序機序、、、、凍結治療装置凍結治療装置凍結治療装置凍結治療装置のののの構造構造構造構造、、、、治療治療治療治療のののの適応適応適応適応などなどなどなど

であるであるであるである。。。。    

●●●●    凍結壊死凍結壊死凍結壊死凍結壊死のののの機序機序機序機序    

    凍結凍結凍結凍結によるによるによるによる細胞細胞細胞細胞とととと組織傷害組織傷害組織傷害組織傷害のののの機序機序機序機序はははは、、、、基本的基本的基本的基本的にににに以下以下以下以下のようなものとされているのようなものとされているのようなものとされているのようなものとされている 1,2,3））））。。。。組織組織組織組織のののの温温温温

度度度度をををを徐徐徐徐々々々々にににに下下下下げてげてげてげて 0℃℃℃℃以下以下以下以下になるとになるとになるとになると、、、、共融点共融点共融点共融点でででで細胞外細胞外細胞外細胞外にににに氷晶氷晶氷晶氷晶がががが形成形成形成形成されてされてされてされて成長成長成長成長するするするする。。。。するとするとするとすると細胞細胞細胞細胞

外液外液外液外液のののの濃度濃度濃度濃度がががが上上上上がりがりがりがり、、、、浸透圧勾配浸透圧勾配浸透圧勾配浸透圧勾配によによによによりりりり細胞内細胞内細胞内細胞内のののの水水水水がががが細胞膜細胞膜細胞膜細胞膜をををを通通通通してしてしてして細胞外細胞外細胞外細胞外にににに移動移動移動移動するするするする。。。。そのそのそのその

結果結果結果結果、、、、細胞内液細胞内液細胞内液細胞内液のののの濃度濃度濃度濃度はははは高高高高くなりくなりくなりくなり細胞内脱水細胞内脱水細胞内脱水細胞内脱水となりとなりとなりとなり、、、、細胞耐性細胞耐性細胞耐性細胞耐性のののの限界限界限界限界にににに達達達達してしてしてして細胞外氷晶形成細胞外氷晶形成細胞外氷晶形成細胞外氷晶形成

されるされるされるされる。。。。このこのこのこの細胞外細胞外細胞外細胞外のののの氷晶形成氷晶形成氷晶形成氷晶形成によりによりによりにより機械的機械的機械的機械的なななな力力力力でででで細胞膜細胞膜細胞膜細胞膜のののの破壊破壊破壊破壊がががが起起起起こるこるこるこる。。。。さらにさらにさらにさらに温度温度温度温度をををを下下下下げてげてげてげて

いくといくといくといくと細胞内氷晶細胞内氷晶細胞内氷晶細胞内氷晶がががが形成形成形成形成されるされるされるされる。。。。細胞内氷晶細胞内氷晶細胞内氷晶細胞内氷晶はははは原形質内原形質内原形質内原形質内のののの微細構造微細構造微細構造微細構造をををを破壊破壊破壊破壊しししし、、、、細胞壊死細胞壊死細胞壊死細胞壊死にににに導導導導くくくく。。。。

組織冷却組織冷却組織冷却組織冷却のののの速度速度速度速度をよりをよりをよりをより速速速速くするとくするとくするとくすると、、、、細胞内氷晶細胞内氷晶細胞内氷晶細胞内氷晶がががが形成形成形成形成されされされされ、、、、細胞死細胞死細胞死細胞死がががが起起起起こるこるこるこる。。。。組織組織組織組織がががが－－－－60℃℃℃℃以下以下以下以下

になるとになるとになるとになると、、、、細胞内細胞内細胞内細胞内にににに氷晶氷晶氷晶氷晶がががが形成形成形成形成されるためされるためされるためされるため、、、、通常通常通常通常はははは全全全全てのてのてのての細胞細胞細胞細胞がががが死滅死滅死滅死滅するするするする。。。。解凍時解凍時解凍時解凍時のののの細胞障害細胞障害細胞障害細胞障害

はははは上述上述上述上述のののの逆逆逆逆のののの過程過程過程過程をたどるのであるがをたどるのであるがをたどるのであるがをたどるのであるが、、、、緩徐緩徐緩徐緩徐なななな解凍解凍解凍解凍をををを行行行行ったったったった際際際際にににに最最最最もももも高高高高いとされているいとされているいとされているいとされている。。。。またまたまたまた、、、、－－－－

20℃℃℃℃以下以下以下以下ではではではでは径径径径 0.5mm 以下以下以下以下のののの血管血管血管血管にににに内皮傷害内皮傷害内皮傷害内皮傷害がががが起起起起こりこりこりこり血栓閉塞血栓閉塞血栓閉塞血栓閉塞するためするためするためするため、、、、凍結域辺縁部凍結域辺縁部凍結域辺縁部凍結域辺縁部でのでのでのでの

微小循環障害微小循環障害微小循環障害微小循環障害によるによるによるによる虚血壊死虚血壊死虚血壊死虚血壊死がががが発生発生発生発生するするするする。。。。    

●●●●    凍結治療装置凍結治療装置凍結治療装置凍結治療装置    

    凍結治療装置凍結治療装置凍結治療装置凍結治療装置はははは急速冷凍急速冷凍急速冷凍急速冷凍によりによりによりにより病的細胞組織病的細胞組織病的細胞組織病的細胞組織をををを凍結凍結凍結凍結・・・・壊死壊死壊死壊死させるさせるさせるさせる冷凍手術器冷凍手術器冷凍手術器冷凍手術器でありでありでありであり、、、、動作原動作原動作原動作原

理理理理はははは以下以下以下以下のののの通通通通りであるりであるりであるりである（（（（図図図図 1）。）。）。）。    

    バルブバルブバルブバルブ A をををを開開開開くとくとくとくと、、、、ガスボンベガスボンベガスボンベガスボンベ内内内内のののの凍結凍結凍結凍結ガスガスガスガス（（（（アルゴンアルゴンアルゴンアルゴン、、、、圧力圧力圧力圧力 24MPa～～～～27MPa））））はははは矢印矢印矢印矢印のようにのようにのようにのように

特殊特殊特殊特殊なななな材質材質材質材質ののののホースホースホースホースをををを通通通通ってってってってプローブプローブプローブプローブへへへへ流流流流れるれるれるれる。。。。プローブプローブプローブプローブはははは同軸二重管構造同軸二重管構造同軸二重管構造同軸二重管構造となっておりとなっておりとなっておりとなっており、、、、凍結凍結凍結凍結

ガスガスガスガスははははプローブプローブプローブプローブのののの内筒内筒内筒内筒をををを通通通通りりりり、、、、毛細管毛細管毛細管毛細管ノズルノズルノズルノズル先端部先端部先端部先端部ののののチャンバーチャンバーチャンバーチャンバー内内内内にににに噴出噴出噴出噴出するするするする。。。。このときこのときこのときこのときガスガスガスガスのののの

圧力圧力圧力圧力はははは大気圧大気圧大気圧大気圧までまでまでまで下下下下がりがりがりがり、、、、Joule-Thomson 効果効果効果効果によってによってによってによって周囲周囲周囲周囲からからからから吸熱吸熱吸熱吸熱ししししプローブプローブプローブプローブ先端先端先端先端のののの熱交換熱交換熱交換熱交換

器部位器部位器部位器部位でのでのでのでの温度温度温度温度はははは低下低下低下低下しししし、、、、そこにそこにそこにそこに接接接接するするするする病変組織病変組織病変組織病変組織をををを凍結凍結凍結凍結するするするする。。。。    

そのそのそのその後低圧後低圧後低圧後低圧となったとなったとなったとなったガスガスガスガスはははは外筒内外筒内外筒内外筒内をををを通通通通りりりり、、、、大気中大気中大気中大気中にににに放出放出放出放出されるされるされるされる。。。。    

    またまたまたまたバルブバルブバルブバルブ B をををを開開開開くとくとくとくと、、、、解凍解凍解凍解凍ガスガスガスガス（（（（ヘリウムヘリウムヘリウムヘリウム、、、、圧力圧力圧力圧力 17MPa～～～～27MPa））））はははは同様同様同様同様ににににプローブプローブプローブプローブへへへへ流流流流れるれるれるれる。。。。



このこのこのこのガスガスガスガスのののの場合場合場合場合、、、、気体常数気体常数気体常数気体常数のののの違違違違いによりいによりいによりいにより Joule-Thomson 効果効果効果効果によってによってによってによってガスガスガスガスのののの温度温度温度温度はははは上昇上昇上昇上昇するたするたするたするた

めめめめ、、、、プローブプローブプローブプローブ先端先端先端先端はははは加温加温加温加温されるされるされるされる。。。。    

 

 
図図図図 1 

 

● 適応適応適応適応    

    小径腎癌症例小径腎癌症例小径腎癌症例小径腎癌症例（（（（40mm 以下以下以下以下）。）。）。）。 

 特特特特にににに、、、、高齢高齢高齢高齢・・・・心血管系疾患心血管系疾患心血管系疾患心血管系疾患・・・・慢性肺疾患慢性肺疾患慢性肺疾患慢性肺疾患・・・・手術既往等手術既往等手術既往等手術既往等によりによりによりにより外科手術外科手術外科手術外科手術がががが困難困難困難困難なななな症例症例症例症例、、、、手術拒手術拒手術拒手術拒

否否否否するするするする症例症例症例症例でででで凍結療法凍結療法凍結療法凍結療法をををを希望希望希望希望するするするする症例症例症例症例がががが対象対象対象対象となるとなるとなるとなる。。。。    

    腎門部近傍腎門部近傍腎門部近傍腎門部近傍にににに存在存在存在存在するするするする腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍もももも適応適応適応適応となるがとなるがとなるがとなるが、、、、血管構造血管構造血管構造血管構造やややや腎孟腎孟腎孟腎孟・・・・腎杯腎杯腎杯腎杯およびおよびおよびおよび尿管尿管尿管尿管のののの損傷損傷損傷損傷がないがないがないがない

ようようようよう十分十分十分十分なななな画像画像画像画像モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング下下下下のののの凍結治療法凍結治療法凍結治療法凍結治療法をををを行行行行うことがうことがうことがうことが肝要肝要肝要肝要であるであるであるである。。。。    

    治療前治療前治療前治療前のののの病理組織診断病理組織診断病理組織診断病理組織診断はははは望望望望ましいがましいがましいがましいが、、、、臨床経過臨床経過臨床経過臨床経過とととと画像診断画像診断画像診断画像診断でででで凍結治療凍結治療凍結治療凍結治療をををを必要必要必要必要とすることがあとすることがあとすることがあとすることがあ

るるるる。。。。    

除外基準除外基準除外基準除外基準    

・・・・著著著著しいしいしいしい凝固異常凝固異常凝固異常凝固異常（（（（プロトロンビンプロトロンビンプロトロンビンプロトロンビン時間時間時間時間＜＜＜＜50％％％％、、、、血小板数血小板数血小板数血小板数＜＜＜＜60,000/mm
3））））症例症例症例症例    

・・・・全身状態不良全身状態不良全身状態不良全身状態不良やややや重篤重篤重篤重篤なななな合併症合併症合併症合併症をををを有有有有するするするする症例症例症例症例    

・・・・局所麻酔下局所麻酔下局所麻酔下局所麻酔下でででで経皮的経皮的経皮的経皮的ににににアプローチアプローチアプローチアプローチするするするする際際際際、、、、非協力的非協力的非協力的非協力的なななな症例症例症例症例    

・・・・腹腔経由腹腔経由腹腔経由腹腔経由ででででアプローチアプローチアプローチアプローチするするするする場合場合場合場合、、、、多量多量多量多量のののの腹水貯留腹水貯留腹水貯留腹水貯留をををを認認認認めるめるめるめる症例症例症例症例    

●●●●    方法方法方法方法    

1111．．．．計画計画計画計画    

 凍結療法前凍結療法前凍結療法前凍結療法前のののの治療計画治療計画治療計画治療計画のののの立案立案立案立案。。。。重要事項重要事項重要事項重要事項はははは、、、、凍結手術凍結手術凍結手術凍結手術についてについてについてについて納得納得納得納得のゆくのゆくのゆくのゆく説明説明説明説明とととと被治療者被治療者被治療者被治療者

のののの十分十分十分十分なるなるなるなる理解理解理解理解つまりつまりつまりつまりインフォームドコンセントインフォームドコンセントインフォームドコンセントインフォームドコンセントをををを行行行行うことうことうことうこと。。。。そのそのそのその上上上上でででで、、、、凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲にににに応応応応じたじたじたじたプロープロープロープロー

ブブブブのののの径径径径とととと本数本数本数本数、、、、そのそのそのその穿刺部位穿刺部位穿刺部位穿刺部位ととととルートルートルートルート、、、、患者患者患者患者のののの体位等体位等体位等体位等をををを決定決定決定決定しししし患者患者患者患者にににに説明説明説明説明するするするする。。。。    



1.11.11.11.1 凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲    

    腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍のののの完全壊死完全壊死完全壊死完全壊死をををを目的目的目的目的としてとしてとしてとして、、、、腫瘍辺縁腫瘍辺縁腫瘍辺縁腫瘍辺縁からからからから 5mm 以上以上以上以上のののの領域領域領域領域（（（（健常健常健常健常、、、、非病変部非病変部非病変部非病変部））））をををを凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲とととと

するするするする必要必要必要必要がありがありがありがあり、、、、治療前治療前治療前治療前にににに MRI でででで確認確認確認確認をををを行行行行うううう。。。。そのそのそのその際際際際、、、、空間的空間的空間的空間的なななな位置関係位置関係位置関係位置関係をををを把握把握把握把握するためにするためにするためにするために横横横横

断像断像断像断像のみならずのみならずのみならずのみならず、、、、冠状断像冠状断像冠状断像冠状断像やややや矢状断像矢状断像矢状断像矢状断像をををを含含含含めためためためた多方向多方向多方向多方向からからからから検討検討検討検討することがすることがすることがすることが望望望望ましいましいましいましい。。。。 

1.2 プローブプローブプローブプローブのののの配置配置配置配置 

 プローブプローブプローブプローブをををを 1 本本本本のみのみのみのみ使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合、、、、穿刺穿刺穿刺穿刺したしたしたしたプローブプローブプローブプローブ先端冷却部先端冷却部先端冷却部先端冷却部をををを腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍のののの中心中心中心中心にににに配置配置配置配置すすすす

るるるる。。。。    

    複数本複数本複数本複数本ののののプローブプローブプローブプローブをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合、、、、凍結領域凍結領域凍結領域凍結領域がががが球形球形球形球形にににに近近近近づくようにづくようにづくようにづくように角錐角錐角錐角錐のののの斜辺斜辺斜辺斜辺となるよとなるよとなるよとなるよ

ううううプローブプローブプローブプローブ先端先端先端先端をををを配置配置配置配置するするするする。。。。 

 またまたまたまた、、、、プローブプローブプローブプローブをををを平行平行平行平行にににに穿刺配置穿刺配置穿刺配置穿刺配置するするするする場合場合場合場合はははは各各各各プローブプローブプローブプローブ冷却部冷却部冷却部冷却部のののの凍結領域凍結領域凍結領域凍結領域でででで形成形成形成形成されるされるされるされる

氷晶球氷晶球氷晶球氷晶球がががが相互相互相互相互にににに少少少少なくともなくともなくともなくとも 5mm 以上重複以上重複以上重複以上重複するようにするようにするようにするようにプローブプローブプローブプローブ先端部相互間先端部相互間先端部相互間先端部相互間のののの距離距離距離距離をををを調調調調

整整整整するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    

 熱源熱源熱源熱源となるとなるとなるとなる血管血管血管血管やややや血流血流血流血流のののの多多多多いいいい組織組織組織組織がががが凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲のののの近近近近くにくにくにくに存在存在存在存在するするするする場合場合場合場合、、、、プローブプローブプローブプローブをををを熱源熱源熱源熱源にににに

近近近近づけたづけたづけたづけた配置配置配置配置とするとするとするとする。。。。    

1.3 穿刺穿刺穿刺穿刺ルートルートルートルート 

 穿刺穿刺穿刺穿刺はははは消化管消化管消化管消化管、、、、主要血管主要血管主要血管主要血管、、、、腎孟腎孟腎孟腎孟・・・・腎杯腎杯腎杯腎杯、、、、尿管尿管尿管尿管およびおよびおよびおよび隣接隣接隣接隣接するするするする易出血臓器易出血臓器易出血臓器易出血臓器などをなどをなどをなどを穿刺穿刺穿刺穿刺するするするする

ことのないことのないことのないことのないルートルートルートルートをををを選択選択選択選択するするするする。。。。    

 経皮的経皮的経皮的経皮的プローブプローブプローブプローブ穿刺穿刺穿刺穿刺ではではではでは、、、、プローブプローブプローブプローブをををを体表体表体表体表にににに対対対対してしてしてして浅浅浅浅いいいい角度角度角度角度でででで穿刺穿刺穿刺穿刺するとするとするとすると皮膚凍結皮膚凍結皮膚凍結皮膚凍結をををを防防防防

止止止止することがすることがすることがすることが可能可能可能可能であるであるであるである。。。。    

    腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍がががが臓器皮膜臓器皮膜臓器皮膜臓器皮膜にににに接接接接しているしているしているしている場合場合場合場合、、、、出血出血出血出血やややや腫瘍播種腫瘍播種腫瘍播種腫瘍播種、、、、壊死組織壊死組織壊死組織壊死組織のののの脱出脱出脱出脱出をををを防防防防ぐためにぐためにぐためにぐために、、、、なななな

るべくるべくるべくるべく正常正常正常正常なななな臓器組織臓器組織臓器組織臓器組織（（（（例例例例：：：：皮膚皮膚皮膚皮膚、、、、横隔膜横隔膜横隔膜横隔膜、、、、肝肝肝肝、、、、他他他他））））をををを経由経由経由経由してしてしてして腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍にににに達達達達するするするするルートルートルートルートをををを

選択選択選択選択するするするする。。。。 

 

2．治療治療治療治療 

 2.1 前処置前処置前処置前処置 

 必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて、、、、鎮痛剤鎮痛剤鎮痛剤鎮痛剤やややや鎮静剤等鎮静剤等鎮静剤等鎮静剤等のののの前投薬前投薬前投薬前投薬のののの投与投与投与投与をををを行行行行うううう。。。。    

バイタルサインバイタルサインバイタルサインバイタルサイン（（（（血圧血圧血圧血圧・・・・脈拍脈拍脈拍脈拍・・・・体温体温体温体温・・・・呼吸状態呼吸状態呼吸状態呼吸状態））））をををを観察可能観察可能観察可能観察可能なななな準備準備準備準備をををを行行行行うううう。。。。 

 

2.2 プローブプローブプローブプローブのののの安全性安全性安全性安全性のののの確認確認確認確認    

治療治療治療治療のののの前前前前にににに、、、、使用使用使用使用するするするするプローブプローブプローブプローブ全全全全てのてのてのての機能確認機能確認機能確認機能確認をををを行行行行うううう。。。。    

    ①①①①    プローブホースプローブホースプローブホースプローブホースををををコネクタパネルコネクタパネルコネクタパネルコネクタパネル、、、、接続接続接続接続パネルパネルパネルパネルまたはまたはまたはまたは分配分配分配分配パネルパネルパネルパネルにににに接続接続接続接続するするするする。。。。 

 ②②②②    プローブプローブプローブプローブ先端先端先端先端のののの冷却部冷却部冷却部冷却部をををを滅菌済滅菌済滅菌済滅菌済みみみみ生理食塩水生理食塩水生理食塩水生理食塩水またはまたはまたはまたは滅菌精製水滅菌精製水滅菌精製水滅菌精製水にににに入入入入れるれるれるれる。。。。    

 ③③③③    トラックパッドトラックパッドトラックパッドトラックパッドによりによりによりにより”TEST”ボタンボタンボタンボタンをををを選択選択選択選択するするするする。。。。TEST モードモードモードモードではではではでは Thaw（解凍解凍解凍解凍））））

－－－－Freeze（凍結凍結凍結凍結）－）－）－）－Thaw（（（（解凍解凍解凍解凍））））サイクルサイクルサイクルサイクルをををを自動的自動的自動的自動的にににに行行行行うううう。。。。 

 ④④④④”Thaw”（（（（解凍解凍解凍解凍））））モードモードモードモードにおいてにおいてにおいてにおいてプローブプローブプローブプローブのいずれののいずれののいずれののいずれの部位部位部位部位からもからもからもからもガスガスガスガス漏漏漏漏れれれれ音音音音とととと気泡気泡気泡気泡のののの

発生発生発生発生がないことをがないことをがないことをがないことを確認確認確認確認するするするする。。。。ガスガスガスガス漏漏漏漏れれれれ音音音音やややや気泡気泡気泡気泡のののの発生発生発生発生があればがあればがあればがあれば別別別別ののののプローブプローブプローブプローブにににに取取取取



りりりり替替替替えてえてえてえて②②②②からのからのからのからの手順手順手順手順をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。異常異常異常異常とととと判断判断判断判断されたされたされたされたプローブプローブプローブプローブはははは使用使用使用使用せずせずせずせず、、、、必要必要必要必要

なななな場合場合場合場合はははは供給元供給元供給元供給元にににに返送返送返送返送するするするする。。。。    

    ⑤”⑤”⑤”⑤”Freeze””””（（（（凍結凍結凍結凍結））））モードモードモードモードにおいてにおいてにおいてにおいて、、、、プローブプローブプローブプローブ先端部先端部先端部先端部にににに室温下室温下室温下室温下のののの生食水生食水生食水生食水がががが速速速速やかにやかにやかにやかに氷球氷球氷球氷球

がががが形成形成形成形成されることをされることをされることをされることを確認確認確認確認するするするする。。。。先端部先端部先端部先端部のののの氷晶形成速度氷晶形成速度氷晶形成速度氷晶形成速度がががが異常異常異常異常とととと思思思思われるわれるわれるわれる場場場場合合合合、、、、別別別別

ののののプローブプローブプローブプローブにににに取取取取りりりり換換換換えてえてえてえて②②②②からのからのからのからの手順手順手順手順をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。異常異常異常異常とととと判断判断判断判断されたされたされたされたプローブプローブプローブプローブはははは

使用使用使用使用せずせずせずせず、、、、必要必要必要必要なななな場合場合場合場合はははは供給元供給元供給元供給元にににに返送返送返送返送するするするする。。。。 

⑥ 全全全全てのてのてのてのプローブプローブプローブプローブについてについてについてについて①①①①からからからから⑤⑤⑤⑤のののの手順手順手順手順をををを行行行行いいいい、、、、プローブプローブプローブプローブのののの安全性安全性安全性安全性をををを確認確認確認確認するするするする。。。。 

 ⑦ 氷晶解凍過程氷晶解凍過程氷晶解凍過程氷晶解凍過程においてもにおいてもにおいてもにおいても、、、、バルブバルブバルブバルブ A のののの閉鎖閉鎖閉鎖閉鎖ととととバルブバルブバルブバルブ B のののの開放開放開放開放によりによりによりにより、、、、ヘリウムガヘリウムガヘリウムガヘリウムガ

ススススのののの噴出噴出噴出噴出によるによるによるによる解凍解凍解凍解凍がががが作動作動作動作動するするするする事事事事をををを確認確認確認確認するするするする。。。。 

⑧⑧⑧⑧    全全全全てのてのてのてのプローブプローブプローブプローブについてについてについてについて①①①①からからからから⑦⑦⑦⑦のののの手順手順手順手順をををを行行行行うううう。。。。    

 

 2.3 プローブプローブプローブプローブ穿刺穿刺穿刺穿刺とととと凍結凍結凍結凍結 

 術前術前術前術前にににに計画計画計画計画したしたしたした経皮穿刺経皮穿刺経皮穿刺経皮穿刺ルートルートルートルートおよびおよびおよびおよび配置配置配置配置でででで、、、、穿刺針穿刺針穿刺針穿刺針ををををシースシースシースシースにににに挿入挿入挿入挿入したしたしたした状態状態状態状態でででで腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍にににに

穿刺穿刺穿刺穿刺するするするする。。。。そのそのそのその後後後後、、、、穿刺針穿刺針穿刺針穿刺針ををををプローブプローブプローブプローブとととと入入入入れれれれ替替替替えてえてえてえて凍結凍結凍結凍結をををを開始開始開始開始するするするする。。。。    

    凍結開始後凍結開始後凍結開始後凍結開始後はははは、、、、MRI 装置装置装置装置によりによりによりにより様様様様々々々々なななな方向方向方向方向からのからのからのからの断面断面断面断面でででで凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲をををを撮像撮像撮像撮像しししし、、、、他臓器他臓器他臓器他臓器のののの不不不不

必要必要必要必要なななな凍結凍結凍結凍結がないことがないことがないことがないこと、、、、凍結領域凍結領域凍結領域凍結領域（（（（氷晶球氷晶球氷晶球氷晶球））））がががが腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍をををを覆覆覆覆いつつあることをいつつあることをいつつあることをいつつあることを確認確認確認確認しながらしながらしながらしながら凍凍凍凍

結結結結をををを行行行行うううう。。。。 

 腎門部及腎門部及腎門部及腎門部及びびびび尿管尿管尿管尿管にににに隣接隣接隣接隣接するするするする腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍をををを凍結凍結凍結凍結したしたしたした場合場合場合場合、、、、尿路尿路尿路尿路のののの瘻孔瘻孔瘻孔瘻孔やややや狭窄狭窄狭窄狭窄がががが発生発生発生発生するするするする可能性可能性可能性可能性がががが

ありありありあり、、、、十分十分十分十分なななな画像画像画像画像モニタリンングモニタリンングモニタリンングモニタリンング下下下下にににに治療治療治療治療をををを行行行行うううう必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。なおなおなおなお、、、、凍結中凍結中凍結中凍結中のののの画像画像画像画像モニタモニタモニタモニタ

リングリングリングリングはははは 30 秒毎秒毎秒毎秒毎にににに行行行行うううう。。。。 

 凍結領域凍結領域凍結領域凍結領域ははははプローブプローブプローブプローブのののの穿刺深度穿刺深度穿刺深度穿刺深度のののの変更変更変更変更、、、、複数複数複数複数プローブプローブプローブプローブをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合はははは各各各各プローブプローブプローブプローブのののの凍凍凍凍

結結結結ののののオンオンオンオン・・・・オフオフオフオフであるであるであるである程度修正程度修正程度修正程度修正がががが可能可能可能可能であるであるであるである。。。。    

    凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲がががが計画計画計画計画したしたしたした領域領域領域領域にににに達達達達したことをしたことをしたことをしたことを確認後確認後確認後確認後、、、、アルゴンバルブアルゴンバルブアルゴンバルブアルゴンバルブ A をををを閉鎖閉鎖閉鎖閉鎖してしてしてして、、、、ヘリウヘリウヘリウヘリウ

ムバルブムバルブムバルブムバルブ B をををを開放開放開放開放してしてしてして解凍過程解凍過程解凍過程解凍過程にににに入入入入りりりり、、、、凍結域周縁部凍結域周縁部凍結域周縁部凍結域周縁部のののの解凍解凍解凍解凍をををを待待待待つつつつ。。。。そのそのそのその後後後後、、、、再度計画再度計画再度計画再度計画しししし

たたたた領域領域領域領域のののの凍結凍結凍結凍結とととと解凍解凍解凍解凍をををを行行行行うううう。。。。以上以上以上以上のののの工程工程工程工程をををを少少少少なくともなくともなくともなくとも 2 回行回行回行回行うううう必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。 

 2.4 解凍解凍解凍解凍ととととプローブプローブプローブプローブ抜去抜去抜去抜去 

”Thaw”（（（（解凍解凍解凍解凍））））モードモードモードモードではではではではヘリウムガスヘリウムガスヘリウムガスヘリウムガス噴出噴出噴出噴出バルブバルブバルブバルブ B のののの開放開放開放開放（（（（解凍解凍解凍解凍ガスガスガスガスのののの通気通気通気通気））））によによによによ

りりりり、、、、プローブプローブプローブプローブ周辺周辺周辺周辺がががが解凍解凍解凍解凍されたことをされたことをされたことをされたことを確認確認確認確認のののの後後後後、、、、プローブプローブプローブプローブをををを抜去抜去抜去抜去するするするする。。。。プローブプローブプローブプローブ先端部先端部先端部先端部とととと

組織組織組織組織のののの接点接点接点接点がががが解凍解凍解凍解凍するとするとするとすると全全全全くくくく抵抗抵抗抵抗抵抗なくなくなくなく抜去抜去抜去抜去できるできるできるできる事事事事をををを確認確認確認確認してしてしてしてプローブプローブプローブプローブのののの抜去抜去抜去抜去をををを行行行行うううう。。。。凍凍凍凍

結状態結状態結状態結状態でのでのでのでの強強強強引引引引なななな抜去抜去抜去抜去はははは危険危険危険危険であるであるであるである。。。。プローブプローブプローブプローブのののの抜去後抜去後抜去後抜去後はははは、、、、臓器臓器臓器臓器のののの穿刺経路穿刺経路穿刺経路穿刺経路からのからのからのからの出血出血出血出血をををを

防防防防ぐためにぐためにぐためにぐためにゼラチンスポンジゼラチンスポンジゼラチンスポンジゼラチンスポンジ細片細片細片細片によるによるによるによる穿刺経路穿刺経路穿刺経路穿刺経路のののの充填等充填等充填等充填等のののの適切適切適切適切なななな止血処置止血処置止血処置止血処置をををを行行行行うううう。。。。    

3．治療後処置治療後処置治療後処置治療後処置    

 凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲がががが完全完全完全完全にににに解凍解凍解凍解凍されるのをされるのをされるのをされるのを待待待待ってってってって出血出血出血出血のないことをのないことをのないことをのないことを画像診断装置画像診断装置画像診断装置画像診断装置にてにてにてにて確認確認確認確認しししし、、、、治治治治

療療療療をををを終了終了終了終了するするするする。。。。    

 

 



● 治療成績治療成績治療成績治療成績    

 平成平成平成平成 13 年年年年 3 月月月月 7 日日日日からからからから平成平成平成平成 14 年年年年 10 月月月月 11 日日日日までにまでにまでにまでに、、、、腎癌患者腎癌患者腎癌患者腎癌患者をををを対象対象対象対象にににに 21 症例症例症例症例にににに実施実施実施実施    

されたされたされたされた臨床試験臨床試験臨床試験臨床試験のののの結果結果結果結果はははは以下以下以下以下のののの通通通通りであったりであったりであったりであった 4,5））））。。。。 

 CR 率率率率（（（（6 週後週後週後週後）：）：）：）：81.0％（17/21）［95％信頼区間信頼区間信頼区間信頼区間：：：：58.1～94．6％］ 

海外海外海外海外のののの文献文献文献文献にににによりよりよりより報告報告報告報告されているされているされているされている中長期的治療成績中長期的治療成績中長期的治療成績中長期的治療成績をををを以下以下以下以下にににに示示示示すすすす（（（（表表表表 1））））。 

 

表表表表 1 海外文献海外文献海外文献海外文献におけるにおけるにおけるにおける中長期的治療成績中長期的治療成績中長期的治療成績中長期的治療成績にににに関関関関するするするする報告報告報告報告 

 

海外文献海外文献海外文献海外文献        技術技術技術技術        平均腫瘍平均腫瘍平均腫瘍平均腫瘍    

径径径径(cm)※ 

症例数症例数症例数症例数    再発数再発数再発数再発数(%) 癌特異的癌特異的癌特異的癌特異的    

生存率生存率生存率生存率(%) 

術後全生術後全生術後全生術後全生    

存率存率存率存率(%)  

平均観察平均観察平均観察平均観察    

期間期間期間期間((((月月月月)))) 

※  

Hegartly et 

al
6)
 

鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下 US 2.56 

(1.0-5.0)  

164 3(1.8%)  98 82 36 

Cestari et al
7)
 鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下 US 2.6 

(1.0-6.0)  

37 1(2.7%) 100 95 20.5 

Finely et al
8)
 鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下 US 3.0 

(1.2-5.4) 

19 1(5.3%) 100 100 13.4 

Bandi et al
9)
 鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下 US 2.7 59 1(1.7%) 100 88 22 

Lawatsch
10)
 鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下 US 2.5 59 2(3.3%) - - 26.8 

Sewel and 

Shingleton
11)
 

MR 下経皮 N/A 

(1.1-7.5) 

103 10(10.3%) 97 90 35 

Shilverman et 

al
12)
 

MR 下経皮下経皮下経皮下経皮 2.6 

(1.0-4.6) 

27 3(11.1%)  100 88 14 

(4-30)  

twell et al
13)
 CT 下経皮下経皮下経皮下経皮 3.3 

(1.5-7.3) 

115 3(2.6%) 99 95 13.3 

(3-32)  

Finely et al
8)
 CT 下経皮下経皮下経皮下経皮 2.7 

(1.5-4.7) 

18 1(5.5%) 100 100 11.4 

Bandi et al
9）  US/CT 下下下下    

経皮経皮経皮経皮 

2.2 22 0（0%） 100 90 12 

Davoletal1
4） 鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下////開開開開    

腹下腹下腹下腹下 US 

2.6 

（1.1-4.6） 

48 5（12.5%） l00 89.5 64 

※ Mean（（（（値値値値）））） 

 

● 合併症合併症合併症合併症へのへのへのへの対応対応対応対応 

（1）治験治験治験治験（（（（n=22））））においてにおいてにおいてにおいて発生発生発生発生したしたしたした有害事象有害事象有害事象有害事象 



・・・・穿刺穿刺穿刺穿刺にににに伴伴伴伴うううう痛痛痛痛みとみとみとみと一時的一時的一時的一時的なななな軽度軽度軽度軽度のののの発熱発熱発熱発熱はほぼはほぼはほぼはほぼ全例全例全例全例でみられたでみられたでみられたでみられた。。。。    

・・・・腎腫瘍例腎腫瘍例腎腫瘍例腎腫瘍例（（（（n=22））））においてにおいてにおいてにおいて胸水胸水胸水胸水（（（（3/22）、）、）、）、血腫血腫血腫血腫（（（（2/22）、）、）、）、膿瘍膿瘍膿瘍膿瘍（（（（1/22）、）、）、）、徐脈徐脈徐脈徐脈（（（（1/22）がががが

みられたみられたみられたみられた。。。。 

（2）上記以外上記以外上記以外上記以外でででで文献報告文献報告文献報告文献報告されたされたされたされた有害事象有害事象有害事象有害事象 

・・・・腎周囲血腫腎周囲血腫腎周囲血腫腎周囲血腫    

（1/94）  ；MRI 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 15）））） 

（1/26）  ；MRI 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 16）））） 

（2/68）  ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 17）））） 

（1/20）  ；CT/US 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 17） 

・・・・呼吸困難感呼吸困難感呼吸困難感呼吸困難感    

（1/94）  ；MRl 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 15）））） 

（1/15）  ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 18）））） 

（1/68）  ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 17）））） 

・・・・出血出血出血出血    

（1/120）  ；MRI 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 19）））） 

（2/24）  ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 20）））） 

（5/19）  ：CT 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 20）））） 

（1/68）   ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 17）））） 

（1/81）  ：鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 21）））） 

・・・・イレウスイレウスイレウスイレウス    

（1/17）  ；開腹下開腹下開腹下開腹下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 22）））） 

（1/15）   ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 18）））） 

（1/48）   ；開腹開腹開腹開腹////鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 23）））） 

・・・・尿瘤尿瘤尿瘤尿瘤    

 （1/164）  ；鏡視下鏡視下鏡視下鏡視下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 24）））） 

 （1/20）   ；CT/US 下下下下のののの腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療腎腫瘍治療 17）））） 

・Cryoshock（（（（重篤重篤重篤重篤なななな血小板減少血小板減少血小板減少血小板減少、、、、急性腎不全急性腎不全急性腎不全急性腎不全、、、、ARDS、DIC））））、、、、Ice ball cracking（凍結部凍結部凍結部凍結部    

    のののの被膜亀裂被膜亀裂被膜亀裂被膜亀裂））））もかつてはもかつてはもかつてはもかつては合併症合併症合併症合併症としてとしてとしてとして報告報告報告報告されているがされているがされているがされているが、、、、近年近年近年近年のののの装置装置装置装置によるによるによるによる凍結治療凍結治療凍結治療凍結治療でででで    

のののの報告報告報告報告はほとんどみられていないはほとんどみられていないはほとんどみられていないはほとんどみられていない。。。。 

 上記上記上記上記のようなのようなのようなのような頻度頻度頻度頻度でででで文献的文献的文献的文献的にはにはにはには合併症合併症合併症合併症がががが報告報告報告報告されておりされておりされておりされており、、、、合併症合併症合併症合併症がががが発生発生発生発生したしたしたした際際際際はそれぞはそれぞはそれぞはそれぞ

れにれにれにれに対対対対してしてしてして適切適切適切適切なななな処置処置処置処置をををを行行行行うううう必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。 

● 施設基準施設基準施設基準施設基準    

・・・・合併症合併症合併症合併症がががが生生生生じたじたじたじた場合場合場合場合、、、、開腹手術開腹手術開腹手術開腹手術をををを含含含含めためためためた十分十分十分十分なななな処置処置処置処置がががが行行行行えるえるえるえる体制体制体制体制があることがあることがあることがあること。。。。    

    さらにさらにさらにさらに、、、、以下以下以下以下のののの条件条件条件条件をををを満満満満たしていることがたしていることがたしていることがたしていることが望望望望ましいましいましいましい。。。。    

・・・・日本日本日本日本 IVR 学会専門医学会専門医学会専門医学会専門医、、、、日本泌尿器科学会専門医日本泌尿器科学会専門医日本泌尿器科学会専門医日本泌尿器科学会専門医およびおよびおよびおよび日本低温医学会凍結手術分科会日本低温医学会凍結手術分科会日本低温医学会凍結手術分科会日本低温医学会凍結手術分科会    

医医医医がががが在籍在籍在籍在籍するするするする施設施設施設施設であることであることであることであること。。。。    



● 教育教育教育教育    

 本治療本治療本治療本治療のののの術者術者術者術者はははは画像誘導下画像誘導下画像誘導下画像誘導下のののの穿刺技術穿刺技術穿刺技術穿刺技術にににに精通精通精通精通しししし、、、、且且且且つつつつ治療治療治療治療をををを施行施行施行施行するするするする前前前前にににに以下以下以下以下のののの条件条件条件条件をををを    

満満満満たしていることがたしていることがたしていることがたしていることが望望望望ましいましいましいましい。。。。 

・・・・凍結療法凍結療法凍結療法凍結療法をををを行行行行っているっているっているっている施設施設施設施設でででで最低最低最低最低 2 回回回回のののの見学見学見学見学をををを行行行行うううう。。。。 

・・・・ファントムファントムファントムファントムによりによりによりにより実際実際実際実際のののの手技手技手技手技をををを経験経験経験経験するするするする。。。。    

・・・・日本低温医学会日本低温医学会日本低温医学会日本低温医学会、、、、日本日本日本日本 IVR 学会学会学会学会、、、、日本泌尿器科学日本泌尿器科学日本泌尿器科学日本泌尿器科学会等会等会等会等でのでのでのでの教育講演教育講演教育講演教育講演をををを受講受講受講受講するするするする。。。。 

 またまたまたまた、、、、担当担当担当担当となるとなるとなるとなる泌尿器科医泌尿器科医泌尿器科医泌尿器科医についてはについてはについてはについては、、、、以下以下以下以下のののの条件条件条件条件をををを満満満満たしていることがたしていることがたしていることがたしていることが望望望望ましいましいましいましい。。。。    

・・・・凍結療法凍結療法凍結療法凍結療法をををを行行行行っているっているっているっている施設施設施設施設でででで最低最低最低最低 1 回回回回のののの見学見学見学見学をををを行行行行うううう。。。。 

・・・・日本低温医学会日本低温医学会日本低温医学会日本低温医学会、、、、日本日本日本日本 IVR 学会学会学会学会、、、、日本泌尿器科学会等日本泌尿器科学会等日本泌尿器科学会等日本泌尿器科学会等でのでのでのでの教育講演教育講演教育講演教育講演をををを受講受講受講受講するするするする。。。。 

● おわりにおわりにおわりにおわりに    

Joule-Thomson 効果効果効果効果をををを用用用用いたいたいたいた MRI 対応対応対応対応のののの冷凍手術器冷凍手術器冷凍手術器冷凍手術器によりによりによりにより、、、、MRI ガイドガイドガイドガイド下下下下にににに小径腎癌小径腎癌小径腎癌小径腎癌にににに対対対対

するするするする経皮的凍結療法経皮的凍結療法経皮的凍結療法経皮的凍結療法をををを安全安全安全安全にににに行行行行うことがうことがうことがうことが世界的視野世界的視野世界的視野世界的視野でででで可能可能可能可能となったとなったとなったとなった。。。。凍結療法凍結療法凍結療法凍結療法ははははラジオラジオラジオラジオ波波波波

によるによるによるによる治療治療治療治療とととと比比比比べてべてべてべて、、、、治療中治療中治療中治療中のののの痛痛痛痛みがみがみがみが少少少少なくなくなくなく、、、、MRI でででで正確正確正確正確にににに凍結範囲凍結範囲凍結範囲凍結範囲ををををモニタリングモニタリングモニタリングモニタリング可可可可能能能能

いういういういう大大大大きなきなきなきな利点利点利点利点があるがあるがあるがある。。。。したがってしたがってしたがってしたがって、、、、腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍のみをのみをのみをのみを安全安全安全安全・・・・低侵襲下低侵襲下低侵襲下低侵襲下にににに治療可能治療可能治療可能治療可能とととと考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。 

 我我我我々々々々のののの行行行行ってきたってきたってきたってきた治験治験治験治験およびおよびおよびおよび近年近年近年近年のののの海外海外海外海外のののの文献報告文献報告文献報告文献報告でもでもでもでも、、、、小径腎癌小径腎癌小径腎癌小径腎癌にににに対対対対するするするする経皮的凍結経皮的凍結経皮的凍結経皮的凍結

療法療法療法療法のののの有用性有用性有用性有用性がががが明明明明らかとなってきているらかとなってきているらかとなってきているらかとなってきている。。。。本本本本ガイドラインガイドラインガイドラインガイドラインにににに従従従従ってってってって本邦本邦本邦本邦のののの多施設多施設多施設多施設でもでもでもでも凍結凍結凍結凍結

療法療法療法療法がががが安全安全安全安全かつかつかつかつ有効有効有効有効にににに施行施行施行施行されされされされ、、、、多多多多くのくのくのくの患者患者患者患者がそのがそのがそのがその恩恵恩恵恩恵恩恵をををを受受受受けられることがけられることがけられることがけられることが切望切望切望切望されるされるされるされる。。。。 
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